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文 (現日本システムディベロップメント),金川靖 (現名大助手),森光正 (現兵庫県工業試験場)らが推進
した｡一方,温湿度非平衡下の挙動については, さきに水分非平衡下で異常に応力が緩和し (宮野),著し
く内部摩擦が大きくなる (佐々木徹(自営))ことが見出されたが,温度も水分も同時に変化する乾燥過程の
クリー プ測定からドライングセットの解明も試みられた (大迫)､又,吸放湿過程の木材試片の反 りの数値
解析 (岡康寛 (現松下電工)),収縮応力の重合わせ法による解析 (佐々木徹),木材表面における樹脂層形
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木材化学第 日肝究室では創設時,故舘 勇 (兼任教授,農学部)を主任として発足し,パルプ,セルロー








プの鉄及びマンカンの定量 (北尾,】951), ポーラログラフ法による人絹パルプ灰分の定量 (北尾, 永田,














(1950)午,木材防腐剤に関する研究の第 日弔 (井上 中村,西本,1950)が報告されて以来,24編に及ぶ
研究成果を発表した｡なかでも,PCPNaに関する一連の研究によって,木材中の PCPの検出法 (西本.
























ラサイメソの酸素による酸化｣4編 (九此 後藤,1954-1959)も発表された｡その他,木材物理第 1研究










クラフト蒸解 (舘,木札 安臥 田村,1954),紙力強度 (木村,北野,鶴,1954),/ミルプ中のリグニンと
紙力との関係 (木村,寺谷,鰭,1954),叩解度と紙力との関係 (木村,北野,獅 寸,舘,1954),パルプ解
砕機及びポンプについての考察 (館,木札 北野,1954),/ミルプの化学的崩壊と試験紙葉の強度への影響
(木村,北野,1955),堅型回転式スクリーンの設計並びに考察 (鰭,木村,北野,1955),紙の AIR RE-
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の抽t拙充分に関する研究 (北尾,蘇 (良),佐藤,池臥 1967-1968) など6編の研究成果が発表された｡
荒木 (昭和39,講師)が京都工芸繊維大学へ転出し,倭,佐藤 憧 (昭和39,講師)に引き継がれ,木材フ
ェノール性物質の トリメチルシリル化誘導体のガスクロマトグラフィ (佐藤,北尾,千田,1965)及びメタ
セコイアのf【拙物の研究 (佐藤,北尾,1966)が行われた｡樹木抽出成分に関しては ｢樹木成分集｣として





の研究 (木枕 寺谷,1962-1965),及び樹脂含浸紬 こよる蓄電池セパレーターの研究 (木村,寺谷,1966)
などが行なわれ,8編の研究報告が発表された｡
寺谷は昭和38(1963)午,農水省林業試験場-転社‖ノた｡















研究 (越島,1976-1981)5編,アカマツMWl.区分からの LCC の新しい分離法とその特性など LCC
の新しい紬,LH.法とその挙動に関する研究 (束,高橋,向吉,越島,198卜 1982)4編,バガスからのフェル













































の占有割合,樹種識別ならびに組織学的研究方法の検討が進められ 原田 浩 (現農学部教授)が協力して,
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島を中心に大学院生が主体となって木材の微細構造の研究,ことにチロースの題微細形態 (貴島 ･林 ･加藤















リ誘引作用の機構の解明をおこない,さらにこの研究は木材の柚出成分と耐蟻性 (西本 ･池田俊弥 (現林業
試験場))にも発展し,注目すべき成果をあげた｡
また,文化庁の ｢国宝 ･重要文化財建築物緊急蟻害調査J事業に対する協力を依頼され昭和46･47年の2
ヶ年にわたり,滋賀県下の国宝22,重要文化財 148の建造物の劣化状況を克明に調査し報告した｡ (西本 ･
- -58--･






その後,昭和45年以後西本 ･角田邦夫 (当時大学院生)により,日本沿岸の海虫の分布 ･種類の調査がな
され,昭和49年に木材の海虫食害防除の画期的方法を開発し,福井県内浦湾において実用試験をおこない,
現在も続行中である｡(木材防腐防虫実験施設の部参照)















を見るまでの期間は, 当部門の研究は島地 (教授)･伊東 (当時助手)による木材形成分野と西本 (当時助































































































イオニア的研究 (満久,浜田 (現近畿大学教授),佐々木) を発展させ, 可塑化処理を加えた木粉の加圧成









































































性や耐候性もまた極めて重要な因子である｡ 林 (現林業試験場技官)は工業化木製 トラスの接合に多く採
用されているメタルプレートコネクターを用いた接合の疲労特性について集中的な研究をしている｡たとえ
ば,接合の回転曲げ疲労特性に及ぼす水分履歴の影響 (林,増田,佐々木),継手の引張圧縮操返し疲労の
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基転移酵素(OMT)の抽出 ･精製に成功し, 針葉樹のOMTはグアィアシル核のみの生成を触媒するのに
対し,広葉樹のOMTはグアィアシル核とシリンギル核の形成をともに触媒する｡2)クーヒドロキシシナメー
































































HC → H 巨 H ｣ ⊥ → HGH E4 1
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る (図 1)｡ この研究には樋口, 島田 (1971年京大農学博士, Biochemi calstudieson the formation
orbamboo lignins),伏木秀文 (1973年 リグニン化学専攻農学修士),中村吉紀 (1978年京大農学博士,
クーHydroxycinnamicacidsasprecursorsorligninmonomersandorestercomponentsinlignins),




















∩,島田,中坪,棚橋,山崎,藤本英人 (】979年 リグニン化学専攻博士課程修了),塩 徹 (1976年 リグ
ニン化学専攻農学修士),片山健至 (i979年 リグニン化学専攻農学修士),釜谷保志 (1984年京大農学博士,
Microbialdegradatior10rlignilSubstructuremodelcompounds,d,1-syrlngareSinolaridrelated
derivatives),難波宏彰 (1981年 リグニン化学専攻農学修士),佐藤公彦 (1978年鳥取大農学修士),池田良







非7 -ノール性 β -0-4′,針1′,声5′構造では主として側鎖の α-β問が開裂すること,特に リグニン中の最




応用分野も研究されている.この研究には樋口, 島田, 中坪, 大田雅彦 (1978年 リグニン化学専攻農学修
士),野l二1明雄 (7979年 リグニン化学専攻農学修士),片一山,釜谷,難波,梅津,波部豪 (1984年 リグニン化





プ化 爆砕 リグニン及び関連フェノ-ルフラクションの抗変異原性 ･抗菌性についても研究が進められてき
たo 特にシラカンノミ,ポプラ爆砕材の i'1,Uitro(試験管内での反応) 消化率は標準牧草 (アルファルファ,
チモシ-など)以上で,反j,I･.3動物の飼料として好適であることが,京大農学部川島研究室,農林水産省林業
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フ 丁ベ ッ ト順とした｡検索の便宜をほかるため名相文には分野別に通し番号を付した｡






0ト001梶田 茂,中戸莞二 ‥木現の吸湿性に及ぼす 2-3柚出処理の影響,木材研究,No.2,9(1949)
()1-0()2梶田 茂,中戸莞二 :本邦産キリ材の吸湿 ･吸水性について,木材研究,No.2,22(1949)
01-003梶田 茂,中戸莞二 :加熱処理と木材の吸湿性について,日林誌,31,249(]949)




01-006梶田 茂 :紡績木管ノ桐オについて,大阪府総合科学技術委員会 ･木管専門委員会研究報告,第 1
報,7(1950)
0ト 007梶田 茂,中戸莞二 :単板及合板の収縮並に膨脹率,日林誌,32,346(1950)
Old)08畔柳 鋲,梶田 茂 :木材含水率の電気的測定に関する研究,日本林学会関西支部大会講潰集,
No.1,100(1950)
01-0()f)福山万治郎,梶田 茂 :木材の吸湿に対する捨装被膜の効果について,第59剛 三1本林学会大会講研
集,251(1951)




0卜-()12中戸莞二,梶田 茂 :木材の収縮膨脹に関する異方性の原因について,第 1･2報,第59回日本林
学会大会講演集,217(1951)
01-013中 戸莞二 ‥米朝-水系に関する最近の研究,木材研究資料,No.3,1(1951)
01-014福山万治郎,梶田 茂 :高 温処理が材質に及ぼす影響について,第61回日本林学会大会講研集,
197(1952)
()ll)lう満久崇麿 :木材の熱伝導に関する研究 (第4報)繊維に平行方向の熱伝導, 木材研究, No.8,55
(1952)
01-016満久崇暦 :木材の比重と熱伝導率の関係について,木材研究,No.9,1(1952)
01-017Llr田 正,梶目二I 茂 :木材の吸湿 (第 日狽),木材研究,No.9.42(1952)
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01-018梶田 茂,中戸莞二,並木保次 :木材の収縮膨脹に関する異方性の原因について,第4報,日本林
学会誌,35(2),1(1953)
01-019山田 正,梶田 茂 :既報吸着式の常数の意義,木材研究資料,No･4,65(1953)
oト020山田 正,梶田 茂 :木材の吸湿 (第3報),第62回日本林学会大会講演集,196(1953)
oト021山田 正,梶田 茂 :拡大する表面を考えた吸着式,科学,23,312(1953)
01-022山田 正,梶田 茂 :木材の吸湿 (第2報),木材研究,No･ll,5(1953)
01-023梶田 茂,大久保達郎 :注入木材に関する研究 (第6報),衝撃電圧に対する注入材および積層材
の閃絡特性,木材研究,No.13,255(1954)
oト024満久崇麿 :StudiesontheHeatConductioninWood,木材研究,No･13,1(1954)
01-025山田 正,梶田 茂 :木材の吸湿 (第Ⅳ報)速度恒数について,日本林学会関西支部大会講演集,
No.4,30(1954)
oト026山田 正,梶田 茂 :木材の吸湿 (第ら報)吸湿と粘弾性,木材研究,No･13,224(1954)
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(1954)
oト028山田 正,梶田 茂 :木材の吸湿 (第7報)内部表面について,第64回日本林学会大会講桝集,
327(1955)
oト029後藤輝男,満久崇暦,佐々木光 ‥木材材質に関する調査報告 (第1報),大阪営林局 (1960)
oト030石原茂久,山田 正 :木材のレオロジーに関する研究 (Ⅴ),脱リグニン及び酸加水分解の動的弾
性率に及ぼす影響,京都大学農学部演習林報告,No･33,275(1961)
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の関係について,木材誌,7,29(1961)
oト032梶田 茂,山田 正,鈴木正治,小松一雄 :木材のレオロジーに関する研究 (第2報)熱処理材の
吸湿と動的ヤング率について,木材誌,7,33(1961)
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プと応力緩和 木材誌,7,63(1961)
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0ト 045大迫晴雄,山田 正 ･ヒノキ材における鋼球圧入- 硬さの温度による変化,木材研究,No.34,
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ケによる腐朽,木材研究,No.35,1(1965)
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弾性,木材研究,No.34,205(1965)
01-049山田 jE:木材の静的粘弾性,木材研究,No.34,1(1965)












l-i,山田 正 :ヒノキ柾目および木口材の反 りについて,木材研究,No.39,29
1E‥銅球圧入法による木材の静的粘弾性挙動の推定,木材研究,No.38,58
jE:木材の DryingSctに関する研究,木材研究,No.37,46(1966)
正 ･'木材の DryingSetに関する研究 (第 1報)水分非平衡下の引張クリープ,
特に荷重俵存性について,木材誌,12,6(1966)
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研究,No.38,21(1966)
01-058山田 正,角谷和男,則元 京,大迫晴雄,岡 康寛,金谷紀行 :木材力学資料 If,木材研究,
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含水率の影響,木材誌,15,56(1969)
oト 071則元 京,山田 正 :ポリウレタン樹脂硬化過程のレオロジー,材料,18,914(1969)
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oト 074山田 正,角谷和男,岡 康寛,則元 京,野村隆哉,金川 靖,佐 木々徹,長谷川康作 :木材力
学資料Ⅴ,木材研究,No.46,19(1969)











01-081山田 正,角谷和男,則元 京,野村隆我,佐 木々徹,長谷川庸作,大釜敏正,青木 務 :木材力
学資料Ⅶ,木材研究資料,No.5,32(1971)
01-082山田 正 :木材の粘弾性変形と構造,木材誌,17,37(1971)






01-086佐 木々徹,山田 正 :木材の収縮応力 (第2報)重ね合わせの適用について,木材誌,18,ユ69
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01-090則元 京,中坪文明,山田 正 :リグニンの誘電特性,材料,22,937(1973)
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01-094山田 正 :木材- 樹幹の材料設計を省みる,木材研究資料,No.7,64(1973)
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角谷和男,則元 京,野村隆我,長谷川庸作,大釜敏正,青木 務,田中利秋 :木材力
木材研究資料,No.8,45(1974)
山田 正:γ線照射木材の誘電特性,木材誌,21,645(1975)
Hil阿 り秋,山田 正 ･木材の構造と誘電特性 (第2報),木材誌,21,342(1975)
山田 正 :;Y･線照射セルp-スの誘電特性,木材誌,21,t5](1975)
山田 正 :多孔体としての木材の緩和弾性率,材料,24,873(1975)
則元 京,山田 正 :木材の構造と誘電特性 (第 1報),木材誌,21,129(1975)
則元 方-･ぐ,山田 正 :木材の誘電率異方性,材料,24,867(1975)
角谷和男,則元 京,野村隆裁,大釜敏正,青木 務,田中利秋 :木材力学資料XT,木
材研究資料,No.9,26(1975)









01-日5青木 務,HJr_‖ 正 :木材の非晶化過程および非晶化材のクリープ,木材誌,23,10(1977)
Oト 1ー16青木 務,山田 正 :木材のケモレオロジー (第 1報)酸加水分解過程における木材の応力緩和,
木材誌,23,107(1977)




01-日9則元 京,山国 正 :木造モデル-ウスにおける室内調湿機能に関する研究,木材研究資料,No.
11,17(1977)
01-120則元 京,LLl田 正 :MWLに吸着した水の誘電挙動,木材誌,23,99(1977)
01-121則元 京,LLrF君 正 :木質材料の湿度調節機能Ⅱ,木材工業,32,160(1977)
01--122大釜敏正,増田 稔,山田 _TF.:木材横引張りにおける細胞壁内の応力分布,材料,26,433(1977)
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oト 123山田 正,角谷和男,則元 京,野村隆哉,大釜敏正,青木 務,松原 修 :木材力学資料ⅩⅠH,
木材研究資料,No.ll,62(1977)
01-124青木 務,LJ田 正 :木材のケモレオロジー (第3報)溶液拡散過程における木材の応力緩和,木
材誌,24,380(1978)
01-125青木 務,山田 正 :木材のケモレオロジー (第4報)緩和時間と反応速度定数,木材誌,24,
784(1978)
01-126枚 福美,則元 京,山田 正 :内装材料と湿度調節,木材誌,24,797(1978)
01-127M.NoRIMOTO,S.HAYASm andT.YAMADA:AnisotropyofDielectricConstantinConife-
rousWood,Holdorsch.,32,167(1978)
oト 128安田 明,増田 稔,満久崇暦 ‥木質材料の視覚特性に関する研究 内装壁面材料の視学イメージ
に関する因子分析,木材研究資料,No.12,81(1978)











01-136山田 正,角谷和男,則元 京,野村隆哉,青木 務,松原 修,師岡淳郎,牧 福美 :木材力学
資料XV,木材研究資料,No.14,105(1979)






01-142IJ田 正 :木材の構造と性質- 材質設計を目指して,ニューランバーマン,9,No.32,10(1979)
01-143青木 務,白石信夫,棚橋光彦,横田徳郎,山田 正 :木材およびセルロースの熱軟化,木材研
究 ･資料,No.15,61(1980)
01-144枚 福美,則元 京,山田 正 :内装材料と湿度調節,-ウスクリマ研究 ノー ト,No.6,31
(1980)
0ト 145枚 福美,則元 京,山田 正 :内装材料と湿度調節 (第2報),木材誌,26,767(1980)
01-146則元 京,和田 博,長谷川賢司,飯田生穂 :マイクロ波加熱による木材の曲げ加工,レオロジー
誌,8,166(1980)




木 材研 究 ･資料 第19号 (1984)
01-149飯田生穂,則元 京 :マイクロ波加熱による木材の曲げ加工 横方向のクリープ,レオロジー誌,
9,162(1981)
o ト 1 50牧 福美,則元 京,青木 務, 山田 正 :内装材料の調湿性能の評価,木材工業,36,476(1981)
01-151枚 福美,則元 京,山田 正 :内装材料と湿度調節 (第3報),木材誌,27,828(1981)
01-152師岡淳郎,則元 京,白石信夫,横田徳郎,田中三千彦 :カプリン酸セルロースとナイロンおよび
ポリエステルとのブレンドの相溶性, レオロジー誌,9,49(1981)








01-159則元 京 :抑ザ木について,KGK ジャーナル,16,】6(1981)
01-160則元 京 :マイクロ波による木材の曲げ加工,木工機軌 No.104,10(1981)
01-161L姉1 正 :木質資源科学の一側面,木材研究 ･資料,No.16,26(1981)
01-162T.MoROOKA,M.NoRIMOTO,T.YAMADAandN.SHIRAISHI:Viscoelastic Propertiesof
cellulose(01igo10xymethyleneEther)Acylates,J.Appl･PoIJm.Sci.,27,4409(1982)







01-166和田 博,的場三輪子,則元 京 :マイクロ波照射過程の木材のクリープ,木材工業,37,No.9,
431(1982)
01-167則元 京 :プラスチック化木材,KGK ジャーナル,9,18(1982)
01-168青木 務,則元 京 :マイクロ波加熱による木材の曲げ加工 繊維方向曲げ加工材の水分回復,木
材研究 ･資料,No.17,88(1983)
oト 169飯田生穂,則元 京,今村祐嗣 :マイクロ波加熱による木材の曲げ加工 横方向曲げ処理材 の水
分 ･熱回復,木材研究 ･資料,No.17,99(1983)




01-172師岡淳郎,創元 京,LL聞 正,白石信夫 :カプリル化木材とポリエチレン,ナイロンおよびポリ
ェステルとのブレンド物の混和性,木材研究 ･資料,No.17,75(1983)
01-173則元 京,師岡淳郎,青木 務,白石信夫, 山田 正,田中文男 :ベンジルエーテル化木材の2･
3の物性,木材研究 ･資料,No.17,181(1983)
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01-179山田 正,角谷和男,則元 京,青木 務,師岡淳郎,欠野浩之 :木材力学資料 XVIII,木材研
究 ･資料,No.17,278(1983)
oト 180山田 正,角谷和男,則元 京,師岡淳郎,矢野浩之,大迫清雄 :木材力学資料 ⅩⅠⅩ 木材研
究 ･資料,No.18,188(1983)
01-181山田 正,加藤昭二 :木質資源科学の一側面 (補遺),木材研究 ･資料,No.17,170(1983)
01-182則元 京 :比ヤング率による木材の性能評価,ニューランバーマン,13,No.47,19(1983)
01-183則元 京 :木材を曲げる,高分子加工,32,136(1983)
0卜 184山田 正 :木質環境学のすすめ,木材工業,38,460(1983)










02-005原田 浩,貴島恒夫,梶田 茂 :針葉樹仮道管第二次膜のミセル排列,木材研究,No.6,34(1951)




















木材研究 ･資料 第19号 (L984)
02-014貴島恒夫,林 昭三 :針葉樹仮道管の重紋孔閉鎖に関する研究,木材研究,No.27,22(1962)
02-015林 昭三 後藤輝男,貴島恒夫 :メルクシマツの構造と材質,木材研究,No.29,32(1963)



















































































木材研究 ･資料 第19号 (1984)
02-065島地 謙 :樹木の形成層活動,木材研究資料,No.13,35(1979)
02-066島地 謙 :木材の組織構造,材料,28,671(1979)
02-067林 昭三,島地 謙,伊東隆夫 .･第一次調査出土木製品の樹種識別,堺市文化財調査報告第6集,
3,新金岡更地遺跡発掘調査報告,83(1980)
02-068林 昭三,島地 謙,伊東隆夫 :木製遺物の樹種識別,堺市文化財調査報告第6集,2,船尾西遺
跡発掘調査報告,68(1980)



















02-078野淵 正,黒田慶子,岩田隆太郎,原田 浩 :スギの心材形成の季節に関する細胞学的検討,木材
誌,28,669(1982)
02-079角谷和見 島地 謙,伊藤隆夫,黒田宏之 :異なった密度で植栽されたスギ,ヒノキ材の物性に関
する一考察,木材誌,28,255(1982)








02-085林 昭三,角谷和男,野村隆哉 :スギ36品種の組織構造的性質,木材研究 ･資料,No.18,81
(1983)
02-086林 昭三,島地 謙 :京都大学木材研究所材鑑調査室 (KYOw)所蔵材鑑の樹種名 リスト(1)
KYOwNo.1-No.4,000,木材研究 ･資料,No.18,174(1983)
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02-087島地 謙,林 昭三 :出土木炭の樹種,県民公園太閤山ランド内遺跡群調査報告 (2),57図版
37-39(1983)
02-088今村祐嗣,則元 京,林 昭三 :マイクロ波加熱による曲木の細胞壁の変形,木材研究 ･資料,
No.17,268(1983)



























02-102伊東隆夫,林 昭三,島地 謙 :鬼虎川遺跡から出土した建築用材の樹種, ｢鬼虎川遺跡第7次発
掘調査報告3 -遺構編-｣(財団法人東大阪市文化財協会),55(1984)





03-001梶田 茂,畔柳 鋲 :木材の可塑性に関する研究 (第1報),日林誌,32,132(1950)
03-002梶田 茂,畔柳 鎮 :木材の可塑性に関する研究 (第2報),日林誌,32,133(1950)
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03-003畔柳 鋲,梶田 茂 :木材の可塑性に関する研究 (第3報),日本林学会関西支部大会講演集,
No.1,95(1950)
()3-004福山寓治郎,梶田 茂 :高周波乾燥材の機械的性質について,第62回 日本林学会大会講演集,219
(1953)







03-009満久崇磨,佐々木光 ･塗膜による木材の歪測定 (第 i報),木材誌,6,58(1960)
03-010満久崇磨,佐々木光 :塗膜による木材の歪測定 (第2報),木材誌,6,63(1960)

























































03-045増田 稔,満久崇麿 :弾性定数分布および初期たわみを考慮した合板の座屈解析 (第1報),基礎
式の誘導および数値解析法,木材誌,21,123(1975)
03-046増田 稔,満久 崇暦 :弾性定数分布および初期たわみを考慮した合板の座屈解析 (第2報),解
の精度および初期たわみや弱点部の与える影響について,木材誌,21,493(1975)
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(1976)
03-051増田 稔,満久崇麿 弓単性定数分布および初期たわみを考慮した合板の座屈解析 (第4報),圧縮
外力Tにおける座屈後の挙動と破壊,木材誌,22,269(1976)














03-060佐々木光,加藤昭二,井上幸一 :コーナーを "とめ"加工した合板中空部材 の性能,木材工業,
35,926(1980)
03-061林 知行,佐々木光 :メタルプレートコネルターを用いた継手における疲労強度のl射 hEj依存性,
材料,30,697(1981)
()3-062増田 稔,冬木敏夫,瀧野虞二郎,佐々末光 :ストレス トスキンパネルの曲げ疲労特性,材札
30,691(1981)





03-065林 知行,佐々木光 :鋼板くず打ち接合部の疲労特性,木材研究 ･資料,No･17,112(1983)
03-066林 知行,佐々木光,冬木敏夫 ‥メタルプレートコネルターを用いた LVL継手の疲労特性に及
ぼす突付け間隙の影響,木材誌,29,663(1983)
()3-067増田 稔,瀧野虞二郎 :集中荷重を受ける木質床の疲労特性,木材研究 ･資料,Nol18,131(1983)
03-068瀧野貝二郎,佐々木光 :集合住宅用内装パネルの強度性能,木材研究 ･資料,No･17,206(1983)







































04-024杉原彦-,土肥 修,菊川 茂,谷尻正三,斉藤 勇 ･両歯帯鋸による製材に関する研究,はじめ
に,木材工業,ll,541(1956)
04-025杉原彦一,土肥 修,菊川 茂,谷尻正三,斉藤 勇 ･両歯帯鋸による製材に関する研究(第i報)
両歯帯鋸の走行安定理論,木材誌,2,179(1956)
04-026杉原彦一,土肥 修,菊川 茂,谷尻正三,斉藤 勇 :両歯帯鋸による製材に関する研究(第2報)
両歯帯鋸の走行安定実験,木材誌,2,184(1956)
04-027杉原彦一 ･挽減量の測定に関する-提案,木材研究,No.17,56(1957)
04-028杉原彦-,土肥 修,菊川 茂,谷尻正三,斉藤 勇 ･両歯帯鋸による製材に関する研究(第3報)
帯鋸温度分布と安定位置,木材誌,3,46(1957)
04-029杉原彦-,土肥 修,菊川 茂,谷尻正三,斉藤 勇 ･両歯帯鋸による製材に関する研究(第4報)
走行挫屈について,木材誌,3,182(1957)
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0'1--030杉原彦一,土肥 修,菊川 茂,谷尻正三,斉藤 勇 :両歯帯鋸による製材に関する研究 (第5
報)挽材実験その 1,木材誌,3,188(1957)


















0-4--043杉原彦-,野仁唱 己 :切 り込み深さ,生成チップの厚さと重さ,切削所要エネルギー,木材研究,
No.30,34(1963)
04-044杉原彦- :製材,木材工業,18,510(1963)
04-()45M.NoGUC11a一d H.SUGIlAltA:lVood Cutting ､′ith a Pendulum I)ynamometcl･IV.
l三,frTcctorRakeAngle,木材誌,10,10(1964)
()4-04()杉原彦一,角谷利男 :瞬間撮掛こよる帯鋸層排出.状況の観察,木材研究,No.32,33(1964)
04-047杉原彦一 ･木材切削加J二機械の2,3の問題 (I),木工機楓 No.2,3(1964)
041--048杉原彦- :木材切削加二l二機械の2,3の問題 (It),木工機械,No.3,3(1964)
o/1-()49杉原彦-I:木材と剃桐1二l二機械の2,3の問題 (Ⅲ),木二l二機械,No.5,3(1964)


















04-059佐々木光,井上章一,間瀬和久,加藤昭二 :移動式 LVL プラントの設計,間伐小径木利用開発
推進事業報告書 (兵庫県),pp.51(1979)




05-002梶田 茂 :木管の乾燥について,大阪府総合科学技術委員会 ･木管専門委員会研究報告,第 ∫報,
29(1950)
05-003満久崇暦 :木材乾燥に関する研究 (第 1報),木材研究,No.5,51(1951)
05-004浜田良三,満久崇暦,梶田 茂 :木材の高周波乾燥について,木材研究,No.8,44(1952)












06-004野津龍三郎,後藤良造,香西保明 :木材類の接着に関する研究 (第 1報)アセトンー ホルマ リン樹
脂の接着剤への応用 (其の1),木材研究,No.4,50(1949)
06-005脇田勝之 :獣血を合板接着剤に利用する-試み,木材研究,No.4,45(1949)




06-008後藤良造,香西保明 :木材類の接着に関する研究 (第4報)アセトンー ホルマリン樹脂の接着剤へ
の応用 (其の4),木材研究,No.8,23(1951)
06-009野津龍三郎,後藤良造,香西保明 :木材類の接着に関する研究 (第3報)アセトン-ホルマ リン樹
脂の接着剤への応用 (其の3),木材研究,No.8,13(1951)
- 87-




















061)24後藤良造,片桐孝夫 :木材塀の接着に関する研究 (第7報)アセトン･ホルマリン樹脂の構造 (そ
の1),木材研究,No.17,1(1957)
06-025香西保明,荒木幹夫,後藤良造 ‥木材類の接着に関する研究 (第8報) アセトンー ホルマリン樹脂
の成型物-の応用,木材研究,No.18,34(1957)
061)26後藤輝男 :合板及び素材と硬質繊維板の接着について,合板検査ノート,No.100,13(1957)















06-042貴島恒夫,林 昭三 :集成材の耐久性に関する研究- 内部接着層の接着状態について,木材誌,
6,205(1960)
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06-043後藤輝男 :木材接着に関与する諸因子とその相互関係 (Ⅳ),接着条件に関する諸因子 (1),接
着,4(1),25(1960)





































06-076南 正院,満久崇暦 ‥リグニンの利用に関する研究 (第1報)リグニン.フェノール.ホルムアル
デヒド反応液について,硬化性に関する一考察,木材研究,No.42,55(1967)
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06-080李 栗富,佐/<末光,満久崇麿 :引裂きによる接着力の評価,木材研究,No.47.39 (1969)





06-086南 正院,満久崇麿 :チオリグニンで増量したフェノールホルムアルデヒド樹脂の熱分解 (第 1
報),木材研究資料,No.ll,ll(1977)
06-087佐々木光,P.F.WALSH:木材-エポキシ樹脂接着系の-き開破壊 じん性,材料,26,553(1977)





















07-005後藤輝男,福LL偶 治郎 :F.KoLLMANNおよび A.DosouDIL著,木材繊維板,その性質と試験,
特にその疲労強度について,第3部 硬質木繊維板の疲労試験,第4部 結論,第5部 文献 (刺
訳),木材研究資料,No.3,56(195り
07-006杉原彦一,後藤輝男,福山寓治郎 :F.KoLLMANNおよび A.DosouDIL著,木材繊維板,その性
質と試験,特にその疲老強度について第 1部 繊維板総論,第2部 木材繊維板の性質とその試験
(翻訳),木材研究資料,No.2.ll(1951)
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07-007藤野清久,広田輝次 .･金属一木材合板に関する研究第3報アルミニウム-木材合板の強さ,木材研
究,No.9,63(1952)
07-008後藤輝男,梶田 茂 :ラワン積層材について (第 1報)物理的性質,木材研究資料,No.4,45
(1953)






















07-022黒木康雄,波多野宏,梶田 茂 :人造板に関する研究 (第6報)ファイバーボードの樹脂サイジン
グについて,木材研究資料,No.21,61(1959)
07-023黒木康雄,波多野宏,梶田 茂 :人造板に関する研究 (第7報)ファイバーボードの諸性質に及ぼ
す含水率およびサイジングの影響,木材研究資料,No.22,1(1959)
07-024T.MAKU,R.HAMADA and M.SASAKI: Studieson the ParticleBoard (Report4)
TemperatureandMoistureDistributioninParticleBoardduringHot-pressing,Wood
Research,No.21,34(1959)
07-025T･MAKU, RIHAMADA and H･SASAKI: Studieson the Particle Board (Report5)
InfluencesofPress-timeOnThicknessandCleavageStrengthofParticleBoard,Wood
Research,No.21,47(1959)





























07-044金田 弘,満久崇暦 :木質材料の耐候性に関する研究 (第 1報)ラワン合板の屋外暴露による二 ･
三の材質の変化について,木材誌,19,157(1973)





07-049金田 弘,満久崇暦 :木質材料の耐候性に関する研究 (第3報)外装用合板および構造用合板の屋
外暴露による強度低減ならびに接着性能低減について,木材誌,21,596(1975)
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07-056佐々木光 :間伐材及び材地残廃材の利用とくに LVLについて,木材工業,33(8),12(1978)
07-057佐々木光及び MOVAMIL開発研究プロジェクトチーム:スギ,ヒノキ間伐材及びヒノキ根曲り
材による LVL の試作,昭和52年度間伐小径木利用開発推進事業報告書 (兵庫県)(1978)
07-058佐々木光 :間伐小径木の利用,ニューランバーマン,8(26),1(1978)






























































09-003北尾弘一郎,佐藤 憧 :樹木成分集 (1),木材研究,No.34,237(1965)
09-004佐藤 怪,北尾gIr･郎,千田 貢 :木材フェノール性物質に関する研究 (I)木材フェノール性物
質に関する Trimethylsilyl誘導体のガスクロマトグラフィー,木材研究,No.34,94(1965)
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WithSpecialReferencetotheSiteofBiogenesisofHeartwoodCompounds,WoodResearch,
No.48,15(1969)




































10.化 学 加 工
10-001後藤輝男,梶田 茂 :硬化積層材の弾性に就いて,木材研究資料,No.3,33(1951)
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10-002北尾弘-･郎 :亜塩素酸漂白について,木材研究資料,No.1,2(1951)





10-006後藤輝男,梶田 茂 :注入木材に関する研究,第3報,圧締力と DimensionalStabilityとの関
係,木材研究,No.12,39(1954)





10-009後藤輝男,梶田 茂 :注入木材に関する研究 (第8報),溶剤 (低縮合石炭酸樹脂)と Dimensio-
nalStabHityとの関係,木材誌,1,30(1955)




10-013後藤輝男,梶田 茂 :注入木材に関する研究 (第10報),樹脂硬化過程と DimensionalStabil恒､
との関係,木材研究,No.16,1(1956)
10-014後藤輝男,梶田 茂 ･注入木材に関する研究 (第9報),樹脂時の含水率とDimensionalStability
との関係,木材誌,2,85(1956)
10-015後藤輝男,梶田 茂 :注入木材に関する研究 (第11報),石炭酸樹脂処理木材の比重,圧縮強さ,
硬度及び衝撃曲げ吸収エネルギーに及ぼす樹脂硬化過程の影響,木材誌,3,108(1957)
1O-016後藤輝男,梶田 茂 :注入木材に関する研究 (第12報),石炭酸樹脂処理木材の引張,曲げ,勇断
強さに及ぼす樹脂硬化過程の影響,木材誌,3,133(1957)
10-017後藤輝男 :改良木材,建築と社会,No.ll,10(1957)
10-018荒木幹夫,後藤輝男,後藤良造,梶田 茂 :木材の DimensionalStability に関する研究 (第2
報)無機酸を解妹とするホルムアルデヒド処理,木材研究,No.20,1(1958)
10-019荒木幹夫,後藤輝男,後藤良造,梶田 茂 :木材の DimensionalStability に関する研究 (第3
報)無機酸を触媒とするホルムアルデヒド処理,木材研究,No.20,16(1958)
10-020荒木幹夫,後藤輝男,後藤良造,梶田 茂 :木材の DimensionalStability に関する研究 (第4
報)無機塩を触媒とするホルムアルデヒド処理,木材研究,No.20,22(1958)
10-021後藤輝男,荒木幹夫,梶田 茂 :木材 の DimensionalStability に関す る研究 (第 1報),
.a-naphtylamine処理木材について,木材誌,4,131(1958)
10-022荒木幹夫,後藤輝男,後藤良造,梶田 茂 :木材の DimensionalStability に関する研究 (第6
報)ホルムアルデヒド処理における反応温度及び時間の影響,木材研究,No.21,51(1959)
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10-041C･NAM,T･MAKU,M･SAITO and T･KosHIJIMA:GraftCopolymerization ofMethyl
MethaacrylateontoLignosulfonatebyH202-Fe(II)Redox System II.Thefactorsto
acceleratetheGraftingSite,C(,llulo∫eChem.Technol.No.8,263(1974)
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10-045両 正院,林 昭三,石原茂久 :アスプルンドパルプ･PMMA複合体より製造した繊維板の物
性,材料,28,647(1979)












ll-004赤井垂恭,寺下隆喜代 =2,3木材腐朽歯の Ba＼ノCndamm 反応に就いて,木材研究,No.5,43
(1950)
ll-005井上吉之,中村 陽,西本孝一 :木材防腐剤に関する研究 (第 i報)木材腐朽菌に対する殺菌力(/tl
ついて,木材研究,Nn.4,19(1950)
】ト 006井上吉之,中村 陽,西本孝一 :木材防腐剤に関する研究 (第2報)松脂の白土乾溜について,木
材研究,No.4,24(1950)
lト 007井上吉之,西本孝一･,越中潜行 ･木材防腐剤に関する研究 (第3報)松根原油の硫黄処理と殺菌作
用について,木材研究,No.6,7(1951)
1ト 008井上吉之,西本孝一･,越中清行 :木材防腐材に関する研究 (第3報迫補)ピネンの酸化物と其の殺
菌作用,木材研究,No.6,17(1951)






ll-012梶田 茂,井上吉之,西本孝一 :木材防腐剤に関する研究 (第4報)松根原油の防腐効力につい
て,日林誌,33,70(1951)
ll-Ol3畔柳 鋲,梶田 茂 :木材の低周波加熱による防腐材注入について,第59回日本林学会大会講漬
集,282(195】)
1ト 014赤井重恭,獅山滋孝 ‥材質の腐朽に関する研究 (第5報)梨生樹の材質腐朽を基因するモソバタケ
(TramL,teSUitala(13erk.)I.lord)に関する生理学的研究,木材研究,No･8,28(1952)
け 1)j5赤井董恭,上Il帽則‥2･4-D廃液の木材防腐材 としての利用,木材研究資料, No･4,72
(1953)
lト 016赤井重恭,上L即召則 :材質腐朽に関する研究 (第9報)ブナ枕材の Creosote注入と材の腐朽に就
いて,木材研究,No.12,9(1954)
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ll-024井上吉之,三谷四郎 :木材防腐材に関する研究 (第17報)有機枇素化合物について (Ⅰ),第64回
日本林学会大会講演集,405(1955)
1ト 025西本孝一,井上吾之 :木材防腐剤に関する研究 (第15報)各種防腐剤処理材の性質について,木材
研究,No.14,27(1955)




















ll-039布施五郎 :木材防腐剤としての有機水銀,錫化合物に関する研究 (第 i報)有機水銀化合物および
有機錫化合物の殺菌性について (1),木材誌,7,151(1961)
1ト 040布施五郎 :木材防腐剤としての有機水銀,錫化合物に関する研究 (第2報)有機水銀化合物の化学
構造と木材腐朽菌に対する殺菌性について,木材研究,No.26,20(1961)
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1ト ()43布施五郎,西木孝一 =木材の化学変化による防腐処理法 (第 1報)シアノエチル化木材の防腐性に
ついて,木材誌,7,157(1961)
1ト 044布施五郎,西本孝一 :拡散式防腐処理法に関する研究 (第 i報)木材中の枇素の定量について,木
材誌,7,179(1961)
1ト ()45布施五郎,西本孝一 :拡散式防腐処理法に関する研究 (第2報)薬剤濃度と浸透度および浸透長と
の関係,木材誌,7,183(1961)




ll-048_上山昭則,荒木幹夫,後藤輝男 .･木材の DimensionalStabilityに関する研究 (第10報)
ホルムアルデヒド処理材の耐朽性,木材研究,No.26,67(1961)
ll-049西本孝一 =木材の防腐 (特に木材の化学変化による防腐),材料試験,10,860(1961)
lト 050布施五郎,西本孝一 ‥木材防腐剤の防腐効力試験 (第2報)実験計画法について,木材研究,
No.27,1(1962)
1ト 051布施五郎,遠藤 醇,西本孝一一‥木材の化学変化による防腐処理法 (第4報)木材のシアノエチル
化における処理条件について,木材研究,No.27,15(1962)




1ト 054布施五郎,西本孝一 :木材防腐剤としての有機水銀,錫化合物に関する研究 (第6報)有機水銀化
合物の耐光性について,木材研究,No.30,15(1963)
1トー 055西本孝一 ‥拡散式防腐処理法による薬剤の浸透度と防腐効果,木材研究,No.30,40(1963)








1トー 062西本孝一 :木材防腐剤としての有機錫化合物に関する研究 (第10報)ブナ丸太の防虫防菌について
(その1),木材研究,No.34,105(1965)
lト 063K.NISrIMOTO and G･Fuse:01 FulgicidalActivitvand PreservativePropertiesor
orlganOtiICompounds,WoodFesearcl7,No･34,118(1965)
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ll-064西本孝一 :木材防腐剤としての有機錫化合物に関する研究 (第11報)ブナ丸太の防虫防菌について
(その2),木材研究,No.36,1(1965)





































SoftRotFungus,Chaetomium globosum Kunze,inAccelerated LaboratoryTests,Wood
Research,No.55,5(1973)
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toExtractFractionsfrom FungusIInfectedWood and Fur唱uSMycellum,Materialu･
Orgam'smen,9,225(1974)







































ll-119K.TsUNODA and K.NISHIMOTO:EfectoftheTimeofImmersion on theRatesof
Shipworm AttackonWood,MokuzaiGakkaishi,24,760(1978)




























1ト 139林 昭三 :木材の組織と材質,生物害と材料としての性質,木材研究 ･資料,No.15,1(1980)
ll-140石原茂久 :ホウ酸およびリチウム化合物による難燃性パーティクルボード,材料,30,731(1981)














































木 材 研 究 所 40年 史
Evaluation on theNew Formulation asan Anti-Sapstain andAnti-MoldAgent,J.
Antibact.Antlfung.Agent∫,ll,87(1983)
ll-166角田邦夫,高橋旨象,西本孝一 :低毒性防かび剤の研究 (1)ゴムノキの防かび,木材研究 ･資
料,No.17,122(1983)
ll-167S･ YATA and K.NISHIMOTO:Distribution orMetalElementsin Wood lmpregnated
MetalwithAqueousSolutionsofMetalSaltsasDetermined bySEMIEDXA)Wood
Research,No.69,80(1983)





1ト 171西本孝一 :乾材食害虫としてのヒラタキクイムシ (LJCtu∫brunneusStephen∫)について,
環境管理技術,1,139(1983)





















12-012舘 勇,木村良次,西川広夫 ･/くルプ及び製紙に関する研究 (I)製紙用パルプ原料 としての
潤菓樹蒸解に就いて,木材研究,No.10,33(1952)
12-013木村良次･北野昭俊,舘 勇 ･/ミルプ及製紙に関する研究DI紙の強度に関する研究 (I),木材
研究,No.12,31(1953)
12-014木村良次,寺谷文之,舘 勇 ‥/ミルプ及び製紙に関する研究 (第4報)/くルプ中のリグニン含有
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畳と紙力との関係,木材研究,No.13,157(1954)
12-015木村良次,北野昭俊,田村辰也,舘 勇 :パルプ及び製紙に関する研究 (第5報)叩解度と紙力
との関係 (1),木材研究,No.13,165(1954)














12-024越島哲夫,北尾弘一郎,舘 勇 :メタセコイアのパルプ化に関する研究 (第 1報)硫酸塩蒸解に
ついて,木材研究,No.13,150(1954)

















12-034世良 明,後藤良造 ‥手渡和紙に関する研究 (第 1報)製造過程中に於ける繊維の組成変化につい
て,木材研究,No.14,42(1955)












12-040北尾弘一郎,東郷和夫 :広葉樹レーヨンパルプに関する研究 (第 1報)シラカバ材のビスフレック
について,木材研究,No.16,42(1956)
12-041小林 穆 ‥亜硫酸パルプ廃液に関する研究 (第 1報)B.0.D.について,木材研究,No.16,27
(1956)
12-042後藤良造,猪川三郎 :手渡和紙に関する研究 (第3報)｢ネリ｣の成分糖分析 と ｢ネリ｣のコロイ
ド性におよばす ミキサー (Mixer)の影響,木材研究,No.17,50(1957)



















12-053小林 穆 :亜硫酸パルプ廃液と BOD について,木材研究,No.22,43(1959)
12-054北尾弘一郎 :広葉樹パルプの髄線ならびに柔細胞に関する研究 (第9報)シラカバクラフトパルプ
工場の濃縮黒液面に分離する物質の成分,木材研究,No.24,1(1960)











12-060小林 穆 :亜硫酸/ミルプ廃液に関する研究 (第5報)色調について,木材研究,No.26,10(1961)
12-061寺谷文之,木村良次 :パルプおよび製紙に関する研究 (第23報)合成繊維を用 いた シートの性質
(2),木材研究,No.25,28(1961)






12-066木村良次,寺谷文之 :タバコ残梓のパルプ製法に関する研究 (第3報),紙パ技 協誌,17(3),12
(1963)








]2-073フ材寸良次 :紙 ･パルプ研究に関する二 ･三の愚見.木材研究資料,No.8,42(1974)
13.リグ ニ ン
13-001北尾弘一郎 :化学パルプ製造に於ける脱 リグニン機構に関する研究 (第2報)中性亜硫酸塩蒸解に
於けるリグニンのスルフォン化について,木材研究,No.8,5(1951)
13-002北尾弘一郎 :化学パルプ製造に於ける脱 リグニン機構に関する研究 (第3報)酸性亜硫酸塩蒸解に
於けるリグニンのスルフォン化について,木材研究,No.8,9(1951)
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EtherwithSeveralSugars.I.Reactionofquinonemethidowith D-GlucuronicAcid,
MokuzaiGakkaishi,22,589(1976)























13-062T.SHIO and T.HIGUCHI:Studieson the Ligninsof-Podocarpu∫,GTWtum,DrimJSaTld
Pseudowintera,WoodResearch,No.63,1(1978)
131063TIYAMASAKf,K･HATAandT･HIGUCHI:Isolation and Characterization ofSyringyl
ComponentRichLignin,Holzjbr∫ch.,32,44(1978)
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IndianInstituteorTechnology,New Delhi,pp.486(1981)
131087T.HIC7UCHl:Biosynthesisand Biodegradation orLignln,in ``TheEkman-days1981,

















13-095H.KUTSUKIand T.HIGUCHl･.ActivitiesofSomeEnzymesofI.ignin Formation in



















PeroxidaseandH202 in aDialysisTube･Ⅰ･Preparation HighlyPolymerizedDHPs,
WoodRe∫eart.h,No.67,29(1981)
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13-103M･TANAHASIil)T･AoKlandT･HlGUCH【:DehydrogenativePolymerizationofMonolignols


















i3-illT.UMEZAWA,F.NAKATSUBO and T.HIGUCHI:Lignin Degradation by Phanerochaele
chrJSOSPorium:MetabolismofaPhenolicPhenylcoumaranSubstluCtureModelCompound,
AT･ch.Microbiol.,131,124(1982)




13-113T･HIGUCHI: Biodegradation or Lignin: おiochcmistry and PoteltialApplications,
Experienti",38,159(1982)
13--114樋口隆昌:リグニンとその進化 自然科学と博物館,49,56(1982)



































13-126T.UMEZAWA,T.HIGUCHIand F.NAKATSUBO:Diference in 1802 Incorporation jn












14-001舘 男,山森 昇 :- ミセルローズに関する研究 (第 i報)ヤマザクラ幹材- ミセルローズの紬
出及び分別に就いて,木材研究,No.4,1(1949)
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14-OO8越島哲夫 :パルプ中のマンナンに関する研究 (第3報)ジメチルスルホオキシサイ ド可溶-ミセル
ロース中のアセチル ･マンノース結合,木材誌 6.194(1960)




14-011越島哲夫 ‥′ミルプ中のマンナンに関する研究 (第5報)p-セルロース区分に存在す るマンノース
基,農化誌,35,1288(1961)
14-012越島哲夫 :パルプ中のマンナンに関する研究 (第6報)マンノグルカン,農化誌,35,1291(1961)
14-013越島哲夫 ･パルプ中のマンナンに関す る研究 (第 7報)TheConstitutionofGlucomannan,
Agric.Biol.Chem.,25,706(1961)
14-014r.KosI叩MA:Studieson Mannan in Wood Pulp.PartVII.rheConstitution ofla
Glucomannan,Agric.Biol.Chem.,25,706(1961)
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14-()5:-)N.TAKAHASHl,J.AzUMA and T･KosHIJIMA:Fractionation ofLignin-Carbohydrate
ComplexesbyI-Iydrophobic-InteractionChromato.qraphy,Carboh/vdr.Res･,107,161(1982)
1Lトイ)56田中龍太郎,夜久富美子, 越島哲夫 :アセチルグルコマンナンの酵素分解 (第 日撮)アセチルマン
ノトリオースの分離,木材誌,28,156(1982)





















































15-009東 順一,越島哲夫 ･酵素系による木材多糖の加水分解,木材研究 ･資料,No.17,1(1983)
151010前川英一 ‥セルロース質バイオマスとその有効利用,木材研究 ･資料,No.18,12(1983)
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16-004田中 穆,舘 勇 :市販懐炉灰の二 ･三の性質について.木材研究資料,No.1,20(1951)
16-005田中穆 .･廃材の利用法,活性炭の製造について,木材研究資料,No.2,1(1951)
16-006帥中 楓 舘 勇 :活性炭に関する研究 (第 i報)塩化亜鉛賦活法について,木材研究,No.ll,
42(1952)
16-007日三月ニー 複,舘 勇 :活性炭に関する研究 (第2報)水蒸気賦活法及び開放炉賦活法について,木
材研究,No.12,1(1953)
]6--008丸山和博,後藤良造 :酸素に依るパラサイノン酸化 (第 i報)水素イオン濃度並びに反応温度の影
響について,木材研究,No.13,293(1954)








16-013小林 穆,舘 勇 ‥活性炭の用途及び用法 (その l),澱粉工業誌 4(3),103(1957)
16-014小林 穆,舘 勇 ‥活性炭の製法と性質 (その2),澱粉工業誌,4(4),149(1957)





lFト 018沢辺 攻,佐遺 健,北尾弘｣ilS,佐藤 憧 =木材の熱分解に及ぼす木材構成成分の影響,木村
誌,14,104(1968)
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16-053佐藤 憧 :線の地平線を探る,パプアニューギニア西部の森林調査より,ニ3_-ランバ ーマン,
No.39,1(1981)
























































17-023島地 謙 :木材解剖図説 (第9刷),地球社,pp.114(1976)










17-030越島哲夫,榊原 彰 '･化学構造,tリグニンの化学",37-49,中野準三編, ユニ広報,pp.453
(1979)
17-031越島哲夫 :リグニンの単離, tリグニンの化学", 131-168, 中野準≡編, ユニ広報,pp.453
(1979)
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17-039佐藤 憧 :ウッドケミカルズの新展開 編集,t化学増刊90号',化学同人 (1981)
1ト 0ー40佐藤 憧 :資源としての木材抽出成分,㌣有機資源の化学 化学増刊90号",35-46,井上 佐藤,
松田編,化学同人,pp.176(1981)
17-041石原茂久 :防火,t木材保存学",289-365,日本木材保存協会編 文教出版,pp.410(1982)
17-042石原茂久,貴島恒夫,越島哲夫,佐々木光,佐藤 樫,島地 謙,角谷和男, 高橋旨象,西本孝
,則元 京,林 昭三,樋口隆昌,満久崇麿 :t木材工学辞典',日本材料学会木質材料部門委員
会編,工業出版,pp.975(1982)
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性 02:組織構造 ･材質 03:強 度 ･木 構 造
燥 06-･接 着 ･接 着 剤 07:合板 ･ボ- ド煩
分 10:化 学 加 工 11:保
?
? 14:セルロース ･ヘ ミセルロース





存 12:パ ル プ ･紙
15:バイオマス変換
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金田 弘 :合板の曲げ変形について
西本孝一 :木材の光劣化とその防止
山田 正 :木材の Hygrostress
第15回 (昭和43年 5月24日,大阪)






































佐藤 憧 :リグニンの NMRによる解析
北尾弘一郎 :木材抽出成分に関する 1,2の話題
第23回 (昭和47年 5月19日,大阪)








































































































鈴木 明 (財団法人 野口研究所顧問) :木材産
業イノベイションの方向を探る
--木材高度有効利用と先端技術の結合--
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